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編　
集 後 記
ごく最近，いま学界で大活躍中の気鋭の「福祉」社会学者達の最新の論集を読む機会に恵まれた．
福祉政策の理論と実際に関する福祉社会学的研究への入門書である，二人の編者による「はしがき」
は，執筆者達が依拠した学問分野が経済学，政治学，行政学，社会福祉学，ソーシャルワーク論など
広い分野にわたること，１０人の執筆者全員が「社会政策研究者ネットワーク」のメンバーであること
にふれている（ここは書評の場ではないので書名，編者・執筆者名は一切伏せる）．その中には保健
学， 健康科学・看護学専攻の人が２人いるから， 政策に焦点を合わせているという限定はあるが，本
学の標梼する医療福祉学の範囲内に入ることは間違いない．
もう一つこの文献で注目の対象としたいのは，「研究入門」書を目指している点である．それは大学
教育のありかた， 進め方について絶えざる改善を求められる大学教員にとって，すぐれたテキストや
参考書の出現は大きな助けになるからである．しかしそういう情報を得ることと同時に， その内容を
検討して評価する努力が，われわれにはまずもって求められる．私のみるところでは， 上記の書物は
大学院生以上の政策研究者向きとして推奨できると思うが，学部学生とくに１，２年次生にはおそら
く不適当であろう．もうすでに研究活動をはじめている人が対象とされ，どのようにして研究活動に
入るのか， 知の探究の基本に関する部分は前提とされてしまっていて， 懇切かつ適切な説明が省略さ
れているからである．
勿論研究入門書のスタイルと内容は，学問分野によって大きく異なるであろう．研究の進め方， 発
展のさせかたが違えば当然変わらざるをえない．歴史の古い学問分野では既に確立された正統的接近
方法を逸脱することは難しいであろう．福祉政策の理論と実際に関する研究の歴史はまだそれほど古
くない．ソーシャルワ」クに関する研究もほぼ同様であるが，関連する学問分野が比較的少なく，専
門職としての社会的認知が確立し， 教育・専門職組織も比較的古い歴史をもつので， 政策分野ほどで
はない．本学の図書館に収められ良く読まれているＺ・ブトリム 『ソーシャルワークとは何か』 は，
学部新入生にとって，好適な教科書のひとつだと思う．ソーシャルワークの基礎である知識と道徳の
２要素をバランスよく取り入れて，うまく使えば学問とはなにか，専門職の適格性とはなにかを， 学
生自身に考えさせるきっかけを与えてくれる．福祉政策分野にはまだそのようなものが欠けているよ
うに思う．
２年間の編集委員としての任期もあと半年を残すのみとなった．この間投稿者， 査読者， 教員秘書
室の編集事務担当の皆様そして読者の皆様には直接・間接のお世話になった．この機会を借りて感謝
の意を表し，あわせて学会誌のさらなる発展を祈念したい．
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